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1　 は じめ に

　グリ
ー

ン ツ ーリズム とは，都市住民が農村で の

休暇や農業体験，農村住民 と の 交流な どを行 うと

い っ た，農村で の 観光の 意味に 使われて い る。そ

して，農村資源を見直し活用する こ とによ っ て ，

都市と農村の 交流の 場の 創出 ， 地域の 人材の 育成 ，

確保 ， 就業の 場の 創出など，農村 の活性化に役立

っ て い る。こ の グ リ
ー

ン ツ
ーリズム の 中で 中心 を

占めて い るの がフ ァ
ー

ム イソ ll　1）
で あ り， フ ァ

ー

ムイ ン とは兼業の 一環 と して 行わ れ る 宿泊施設で

ある 。

　都市住民の 中で は ，環境 へ の 意識 の 高ま りの 中，

健康指向や，自然志向 ， 新鮮 ・安全な農産物へ の

要求が高ま り，都市住民の リフ レ ッ シ ュ の 手段 と

して グ リーン ツ
ー

リズムは 注目 され て い る 。

　そ う した中で．【993年 に 「農村で ゆとりある休

暇 を」 推進事業が農林水産省主体で開始 され ， 日

本で の グリ
ー

ン ッ
ーリズム に対する国 の取 り組み

が推進さ れる こ と とな っ た。さ らに lg94年に 「農

山漁村滞在型余暇活動のた め の 基盤整備の 促進に

関する法律」 い わゆる 「グリ
ー

ン ツ
ー

リズ ム法」

が制定され ，1995 年度か ら施 行された e しか し，

そ うい っ た追い 風の 中に ありなが らも，グリー
ン

ツ
ー

リズム の 定着が進んで い ない の が現状で あ り，

フ ァ
ーム イ ン も例外で は な い 。

H　 研 究の 目的及び方法

（1）　研究の 目的

　フ ァ
ー

ムイ ン の 定着が 進ん で い な い こ とは フ ァ

ー
ムイ ンその ものの 数が少な い と い うこ とがある。

フ ァ
ー

ム イン の 数がそれほど増え な い 原 因 に，フ

ァ
ー

ムイ ンを経営する ことを 阻害す る要因がある

ことが考え られ る。また ， フ ァ
ー

ム イ ン利用者の

ニ
ーズが 普通の 旅行 と違うため ， 経営希望者が把

握で きない と い う こ とも考え られ る。

　本研究では ， フ ァ
ー

ムイ ン経営を阻害する要因

を把握する こ とを 1つ の 目的と して い る 。また ，

フ ァ
ー

ム イン経営希望者 に有益で あ る ， フ ァ
ー

ム

イ ン利用者の ニ
ーズを把握する こ とである。

（2）　 研究の 方法

　経営者へ の イ ン タビ ュ
ー調査によ り，フ ァ

ー
ム

イ ン の 経営を阻害する要因を把握する 。 次 に ， 利

用者の ニ
ーズを満足度 とい う視点で捉え，フ ァ

ー

ム イ ン利用者に対する ア ンケー ト調査によ り， 利

用者の フ ァ
ー

ム イン に対する満足度を把握す る。

皿　研 究対 象地の 概 要

　北海道は，広大な空間 と豊かな 自然 を背景と し

て ，グリー
ンツ

ー
リズム に対す る 関心 も国 内に お

いて いち早 く高ま っ て い る。道庁で も農政部農村

計画 課 を 中心 と して ，フ ァ
ー

ムイ ン ・マ ニ ュ アル

の 作成をす るな ど行政側か ら もサ ポー トをはじめ

て い る。本研究対象地区 として選定 した十勝地方

の鹿追町 と新得町は ， 農地の ほとんどが畑地 と牧
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草地で あ り ，
ヨー

ロ ッ パ に類似 し た景観を有し，

グ リーン ツ
ーリズム に対 して の 取 り組み も道内で

非常 に盛んで あ る。鹿迫町 と新得町の グU一ン ツ

ーリズム 資源 と して は，フ ァ
ー

ムイ ン，農業体験 ，

乗馬 ・カ ヌ
ー

な どの ア ウ ト ドア ス ポー
ツな ど様々

で あ る。調査地区の フ ァ
ー

ムイ ンは全部で 8軒あ

るが，こ の うち表 1 に示す 5つ の フ ァ
ーム イ ン を

調査対象と した 。

表 1　 調査対象 フ ァ
ーム イン 、

場所 農業活動 体験

A 鹿追町 農村 レ ス トラ ン 乗馬，熱気球

B 鹿追町 農村 レ ス トラ ン 花 摘み．い ち ご狩 り

c 鹿 追 町 酪 農 乳 絞 り．トラク タ
ー
試乗

D 新得町 農村 レス トラ ン 糸紡ぎ，クラフ ト体験

E 新得町 酪農 酪農 体験

注） 体験はあ く ま で代 表的 な も の で あ り，他に も あ る。

IV　フ ァ
ー ムイ ン経営 陽害要因の把握

（1）　フ ァ
ー

ムイ ン開設に あた る手続き

　フ ァ
ー

ムイ ン開設にあた っ て まず問題 にな っ て

い る の は，手続き の 複雑 さで ある 。こ れ に つ いて

北海道で は農政部農村計画課が作成 した フ ァ
ーム

イ ン ・マ ニ ュ アルによ り，農家が フ ァ
ーム イ ンに

取組む に当た っ て 必要となる手続 きの 概略を と り

まとめて い る （表 2）。フ ァ
ームイ ン ・マ ニ ュ アル

の 活用によ り，開設に関する手続きは わか りやす

くな っ た とい えるが，許可を得る こ とが難しいの

が現状で ある。

　特に困難なもの が旅館業法で ある 。 こ の 法律で

は ， 営業の 種類をホテル営業 ， 旅館営業，簡易宿

舎営業，下宿営業 と区別 して い る。ホ テル営業は

客室が 10室以上 ，旅館営業は客室が 5 室以上 の た

め ， フ ァ
ームイ ンを設立する場合は簡易宿所営業

と して 取 り扱わ れ る こ とが多 い 。簡易宿所営業で

は，室数に つ い て の 基準はない が，延床面積 33

平方 メー トル 以 上とい う基準が ある。簡易宿所営

業は比較的多人 数の た め の 基準で あるため，1 室

で 1組の み を扱う こ とのある フ ァ
ー

ムイ ンには不

利な基準にな っ て い る e

　 フ ァ
ー

ム イシ を開設す る際に は，建築基準法や

消防法，食品衛生法な どの影響 もあ り，改築費用

や ，新築費用が 高くつ くと い う閊題 もあ る 。 しか

し，今回調査対象フ ァ
ー

ムイ ン と して 選んだも の

の 中の 二 つ は ，
こ こ 2 年間に開設 されたもの で あ

るが ， 町か らの 助成金tk　2｝ の ため建築費用が安 く

な っ た 。

（2）　 社会シ ス テム

　今回研究対象地 とした北海道の グリ
ー

ンツ
ーリ

ズム にお い て ，集客 に最 も マ イ ナス に 働い て い る

もの は，交通費が 高すぎる こと にあろ う。 北海道

へ の 旅行は ほ とん どの 場合航空機を使っ て い る の

が原 因で ある。i］i　3）

　グ リ
ーン ツ

ー
リズム の 発達 して い る ヨ

ー
ロ ッ パ

では，働き盛 りの 都市住民の 多 くが 1 ヶ 月程度の

長期休暇をとる こ とは普通であ り ，
こ の休暇 を利

用 して低廉な農家民宿 に長期滞在をして い る 。 日

本で は，長期休暇をと る こ との で き るよ うな社会

シス テム は未発達で あ り，こ の こ とがグリーン ツ

ーリズム の 発展の 妨げにな っ て い る。

　情報提供の 問題もある。個入で PR する の には限

界が あ り，フ ァ
ー

ムイン には どのよ うな設備があ

り ， どの よ うな農業体験が で きる か と い う情報は

都市住民には伝わ っ て い ない 。

表 2 フ ァ
ーム イン開設へ の 手続 き

営業 を行 う 地 域 に係 る 手続き

1 自然公 園 法

2　北海道立 自 然公 園 条例

3　北海道 自然環境等保全条例

4　鳥獣保護及狩 猟 二 関 ス ル 法律

5 景観条例等

6　都市計画法

マ　農業振興地域の 整備に関す る 法律

施設 を 設置 す る 土地 に係 る 手続 き

1 国土 利用計画 法

2 農 地法

3 森林法

使 用する 建築物 に係る手続 き

1 建築墓準法

2 消防法

宿泊等 の営業 に係 る手続 き

1　 旅館 業
’
法

2　食 晶衛 生法

3　食 品 の 製造 販 売行商等衛生条例

4　酪 農及び肉用 牛生産の 振興 に関す る法 律

5　水 質 汚 濁防止法

文献 2） よ り引用
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V 　 満足度 を規定す る 要因の 把握

（1）　 ア ンケ
ー

ト調 査の概要

　調査方法 と して郵送に よる ア ンケ
ー ト調 査法 を

用 い た。 1999年 12 月 1二句か ら下句 にか けて 同年

度 の 夏期に 宿泊 した人 を対象に 214部を配布 し ，

83通が 回 収 され た。回収率は 38．8％ で あ っ た 。そ

の うち 全て に 回 答さ れ て い た 82 通 を分析対象 と

した 。

　ア ンケー トの 内容は大きく分ける と，3 っ で あ

る e1 つ は 性別 ・年齢など属性 に関する もの で あ

り，2 つ め は 同行者や交通手段，期待度な どの 旅

行実態であ り，3 つ め は旅行評価に関す る もの で

あ る。

（2）　属性 に関 し て

　性別 は，男女と もほ ぼ同 じ割合とな っ た。年齢

は 30 歳〜45 歳が 5 割以上 を占め， 15〜30歳の 比

較的若 い 年齢層が 32％で 2番目に多い 。

　図 1は解答 者の 職業別の割合を表 した グ ラ フ で

ある。会社員が も っ と も多 く，続 い て 公務員 ・教

職員 とな っ て い る。主婦 の 割含が比較的多い 。こ

れ は家族旅行で は母親が解答者 とな っ たためだと

思われ る 。 宿泊者の 居住地 として は，フ ァ
ー

ムイ

ンの あ る北海道が 最 も多く 19人 （23％）で ある 。

次 い で 東京が 16 人 （2D％ ）で あ り ， 大阪 と愛知の

6 人 （7 ％） と続 く。

その 他

IIx

朱 圓 署

4K

主 婦

21x

僉社 員

3娼

を示 した グラ フ で ある 。そ の 結果 ， ガイ ドブ ッ ク

や パ ン フ レ ッ トを情報入手 源 と した 人が 49％ と

な り最 も多か っ た。旅行代理店 を通 じて 情報を入

手 した人 と同数の 人が ，イン ターネ ッ トに よ っ て

情報を入 手 して い た。

その 他

「脳

素「動篝

　 跳

でン

弖

テ し

略．｝
通

覧

旅行

7鷺

艱 人

13、

ガイドブ ノウゆ パ 〆丿

　 　 　 　 4gs

図 2　 情報入手源

　同行者 に つ い て は，3〜5 人 の 家族連れ が
一

番多

い 。 次い で 家族 2 人で来 る人，知入
・友人 と 2人

で来 る人が多い。

　道内で の主 な交通 手段 と して は 自家用車が 最 も

多 く，次 い で レ ン タカー
で あ っ た。

　宿泊先 を選定 した 際に  景観，  建物 ・設備，

  サービスや人々 と の 交流，  滞在 中の 活動の 4

つ の 項 目に つ い て，どの程度期待 して い たか を評

価す る指標 として期待度を求め た。こ れ 以降は 便

宜上 ，  をホ ス ピ タ リテ ィ ，   を アク テ ィ ビテ ィ

とす る。

　期待度は 「非常 に 不 安」 か ら 「た い へ ん期待す

る 」 まで の 5段階で 回答 して もらい ， 1 〜5 点の

等間隔尺 度で 数値化した （表 3）。

　　　　　 表 3　期待度の集計結果

図 1　 職業

項 目 度 数 最小 僖 最 大殖 平 均値 標準偏差

景 観 822 ，005 ．oo4 ，41o ，68

建物 ・施 設 822 ．005 ．oo4 ．Ol0 ．88

ボスヒ
’
列 テf822 ．oo5 ．oo 窪、了6o ．3事

アケテ‘ピティ 822 ．oo5 ．00 ｛、05o ．91

（3）　旅行実態 に つ い て 　　　　　　　　　　　　表 3 で示 した 通 り，どの項 目も中間値以上 の 期待

　図 2 は フ ァ
ーム イ ン に対する 情報入手源の 割合　　度 を示 して い る。最 も高い値 を示 した の は 景観で
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あ る e こ の こ と は ，グリーン ツ ーリズム に対する

期待の 前提にあ る の が，都市にはない農村の 豊か

な自然環境で ある の で ， 当然の 結果 と い え る。

（4）　宿泊客 の 満足度

  旅行全体の満足度

　満足度は，「非常に 不満だ っ た」か ら 「たい へ ん

満足 した」 までの 5段階で 回答 して も らい ， 1〜

5点 の 等悶隔尺度で 数値化した。旅行全体の 満足

度は 4，57 と い う非常に高い 得点を示 した 。 最低で

も中間値 の 3 点で あり，不満に思 っ た とい う人は

1 人もい なか っ た 。 ζ：の 結果よ り ， 本研究で の 調

査対象フ ァ
ー

ム イ ンは，利用者を満足 させ る めに

十分なサ
ービス を提供 して い るとい える 。

　さ らに満足度に つ い て 詳細 に解析した結果が表

4 で ある。各項 目の 平均値か ら，景観の 満足度 と

建物・施設の 満足度が最 も高い ことが確認 された e

　　　　　 表 4　満足度 の 集計結果

度 数 厳 小値 最大値 平均値 標準偏 差

景観 823 ，005 ．OO4 ，45o ．61

建物
・施設 B22 ．OO5 ．004 ．45o ．72

飆ピ 舛ティ 822 ．oo5 ．oo4 ．040 ．9了

アクティビ ティ 82z ．oo5 ．004 ，210 ．80

  建物 ・施設

　建物 ・施設の満足度 につ い て さ らに詳し く解析

したのが図 3 で ある 。 設定 した項 目は ， 外観，客

室，食堂， トイ レ ・風 呂 ， 冷暖房 ， 寝具の 6項 目

で あ る。最 も高い満足度を示 した の は 外観で 4．52

で あ っ た 。 また，客室や備品に つ い て の 配慮も 行

き届 い て い て 高い 満足度に つ な が っ て い る。

5、004
、OO3

．002
．001

，000

．00s

診 譜 評 評 講

　　　 図 3　建物 ・設備に関する満足度

  ホ ス ピタ リテ ィ

　ホ ス ピタ リテ ィ に つ い て ，さ らに詳 しく解析し
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たの が図 4 で ある。項 目はオ
ー

ナ
ー達の 気配 り，

オ
ー

ナ
ー

との コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン，地域の 人 々 と

の 交流，周辺の 情報提供 ・案内，食事の 5項 目で

ある 。 最 も高 い 満足度を示 し た の はオーナーや従

業員の気配りで 4．29 で あ っ た 。

5，004

．003

，002

，001

．000

．00

艦／ 訴〆 。
〆

　　 図 4 　ホス ピタ リテ ィ に関する満足度

  ア クテ ィ ビテ ィ

　回答者に は ，滞在中の 過ごし方 に つ い て，周辺

で 行うこ との で きる具体的な活動 を挙げ，活動 し

た項 目 （複数回答可） に つ いて 評価 して も ら っ た

（表 5）。 最も多くの 人が行 っ たの は周辺の 散歩や

ハ イ キン グで ， 5 割以上で あっ た 。 つ いで 多い の

は温泉などの 観光地巡 りで ある。

　　 表 5　 アクテ ィ ビテ ィ に関する 満足度

項 目 人数 割合

（％）

満足度

花摘み ，野菜収穫体験な

どの農産物収穫体験

14 174 ，46

チーズ作 り ・バ タ
ー作 り

な どの 加工体験

17 2i4 ．53

乳絞 り
・
トラクタ

ー試乗

などの農作業体験

22 274 ，50

乗馬 ・カ ヌ
ー・つ りな ど

の アウ トドアスポー
ツ

19 234 ，17

ゴル フ ・テ ニ ス ・体育館

で の ス ポー
ッ な ど

7 8 4．43

陶芸 ・糸紡ぎなどの クラ

フ ト体験

5 6 4．80

温泉など の 観光地巡 り 31 374 ．42

周辺の 散歩・ハ イキ ン グ 46 55 4．2

何 も しな い で の ん び り

過 ごした

28 334 ．52
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（5 ）　満足度の 要因分析

　旅行全体の 満足度とそれ を規定する 要因 と の 関
係 に っ い て，その概念図を示す と， 図 3 の よ うに

な る 。 旅行全体 の満足度を被説
『
明 変数，景観， 建

物 ・施設 ，ホ ス ピタ リティ ，ア クテ ィ ビティ の 満

足度を説明変数と して 重回帰分析を行っ た。また，

景観以外の 満足度に 関して の 要因に関 して も分析

を行 っ た。

Total

Catego

景 観

鷂購鬻i鱗 1捻

驫 襌丁’’”「・轡 轡 ；tt 韈

表 7　建物 ・ 施設 に関する重回 帰分析

説明変数 偏 回帰 係数 t値 有意確率

建物の 外観 0．18L1 ．545D ．129

客 室 o．2921 ．§49O ，D57

食堂 ・レス トラ ン 0．010o ．0810 ．936

冷暖房 o．066o ．468O ，642

寝具 o．29了 2，0730 ．043

F値 了．051

決定 係数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．　　359

  ホス ピタリテ ィ （表 8 ）

　次 にホ ス ピタリテ ィ に つ い て 同様に重回帰分析

を行 っ た （表 5）。 係数が最 も大 きい の はオ
ー

ナー

との コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 満足度，次 い で オー

ナ
ー

や 従業員の 気配 りにな っ て い て ， こ の 2 つ より

Hospitality の 満足度に はオーナーの 個性が 大き

く影響する と い う ことが わか る。

　表 8　ホ ス ピタ リテ ィ に 関す る重回帰分析

δ襲 　
一 一 t値　 　 有意確 率

蘿
（表 6 ）

　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 オーナーや従業員の 気

図 5　満足度概念図　　　　　　　　　　　 配り

o．2711 ，61呂 o．ll2灘 轗

　　 表 6

  旅行全体の 満足度　　　　　　　　　　　　　 オ
ー

ナーとの コ ミ ユ ニ

　最 も大きな偏回帰係数を示 したの は景観の満足　　　　ケーシ ヨ ン

O．4983 ．Ol20 ．¢04

度の 0．240で あ り，全体 の 満足度 へ の 影響力が最　　　地域の 人々 との 交流 0．0210 ，199o ．843

も強い こ とが示唆 され た 。 最 も影響力の小 さ い も　　 周辺 の 情報 提供や案内 O．目41 ，217o ．230

の はホス ピタ リテ ィ の 満足度で あ っ た。　　　　　　　　　 食事 0．056O ．5610 ，5了8

旅行全体の 満足度の 重回帰分析 　　　　　　　 F値 23．497

説明 変数 偏 回 帰係数 t 値 有意確率　　　　　　　決 定係 数 0．68准

景観 の 満足度 o．2402 ．正930 ．031

建 物 ・施設の 満足 度 0．1951 ．729o ．088　　 VI 考察
叔 ピ 列 ティの 満 足 度 0，158 ！，3960 ．167

アクティピティの 満足度 o．【751 ，4840 ．142

F値 lo，515

　経営者へ の イ ン タ ビュ
ー

調査の 結果よ り，フ ァ

ー
ムイ ン の 設立 を阻害す る 要因で最 も大 きい の は

旅館業法で あ っ た 。 フ ァ
ー

ムイ ン に と っ て は不禾1

か 強 筑 其 淮 の 払 統 　 聾 筑 　 訪 婚 ， な 掃 麒 【n 議 畝

決 定係数 0．320

  建物 ・施設 （表 7 ）

　建物 ・施設 に つ い て ，同様 に重回 帰分析を行っ

た。係数が最 も高い の は，寝具の 満足度で あり，

次 い で客室，建物の 外観 と続 く 。 客室，建物の 外

観に つ い て は ， どの フ ァ
ー

ム イ ン とも個性的であ

り ， 宿泊客 に印象深か っ た の が 理由で あろ う。

な建築基準の ため ，新築 ・改築に多大な費用がか

か っ て しまう。フ ァ r ム イン を法律上で 明確 に位

置付け，農家が兼業の 一環と し て 少ない 投資で始

め られる よ うな 関係法規の整備が急 務で あ る 。

　北海道の フ ァ
ー

ムイ ン に と っ て 集客に影 響する

の は ， 交通 費で ある。海外旅行の 価格は下が り国

内旅行の 価格に肉薄 して い る。国内航空運賃の 低
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下が 望まれる。

　情報が行き届い て い な い と い う問題があ っ た が，

ホ
ー

ム ペ ージで の 情報入手者が 7．1％ と比較的多

か っ たこ とと ，
コ ス トパ フ ォ

ー
マ ン ス も良い こ と

か ら，今後はイ ン タ
ー

ネ ッ トによ る情報発信 が有

効で ある と考え られる 。

　旅行の 満足度 に最 も影響を与える もの は景観の

満足度で あ る。建物 ・施設の 満足度に大き く影響

を与える もの は ，寝具や客室など実際に利川 し た

も の で あ り，ホ ス ピタリティ の満足度に大きく影

響を与え る もの は，オーナ
ー

達の気配 りやオーナ

ー
と の コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ンで ある 。 満足度 に大 き

く影響 を与え る もの を重点的に整備する こ とが効

果的な フ ァ
ーム イ ン経営で ある とすれ ば，周 辺の

景観保全 と整備が 最も重要で ある 。 また ， 建物に

つ い て は寝具 と客室内に気を配 り，さらに宿泊客

と の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ンを大切に する こ とが重要

で ある こ とが示 唆 された。

W 　終わ りに

　本研究で は，農村活性化の 1つ の手段で ある グ

リ
ー

ン ツ
ーリズム ，その 中で も フ ァ

ーム イ ン を取

り上 げ，現状 の把握 と評価を行い ，フ ァ
ーム イ ン

の更なる定着へ の 有効な手段に つ い て 考察 をした 。

経営者の 環境整備など の 努力 に加 えて ，旅館業法

な どの関係法規の 見直 しや援助 と い っ た行政側か

らの・後押 しが必 要不 可 欠で あ る 。グリーン ツ
ーリ

ズム は地域によ っ て 違 っ た農業資源や ， 文化的 ・

社会的な資源な どを活かす も の と言 える。地域 に

適 したフ ァ
ームインの経営方法の 確立が 今後の 課

題で あ る。

注 1 ）農家が経営す る 宿泊施設 と して は農家民宿 とい う呼

称が あ るが，今回 の 対象 に は ， 民 宿以 外 に ペ ン シ ョ ン タイ

プ，コ テ
ージタ イ プ も含 み，農家民宿 とす る と紛 らわ しい

た め．こ こ で は農家 も しくは農業従事 者が 経 営する 宿泊施

設 とい う 意味 で フ ァ
ー

ム イ ン とい う用語を用い た 。

注 2）鹿追町で は 平成 10年 に フ ァ
ー

ム イ ン の 建 築 費用 の 3

分の i を 300万 円を上限 と して 融資して い る。

注 3）北 海道へ の 観光客 の 8 割 は 航空機 を利翔 して い る。

（文献 1）よ り）
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